
 
 

2020年度の県内温室効果ガス排出量について 

県内温室効果ガス排出量 

図１ 県内温室効果ガス排出量の推移（部門別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1 2007年度までの排出量については「群馬県温室効果ガス実態調査」（2009年度実施）による。 

2008年度以降は、鉱工業生産指数、県内エネルギー販売量等の統計指標等を用いた簡易手法により排出量を算出した。 

2 ｢群馬県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）｣（改定）の目標  

 １．２０２０年度の県内温室効果ガス排出量 

 ２０２０年度の県内温室効果ガス排出量は、16,263千 t-CO2で、基準年度（2007年度）に比べ 16.8％減少
しました。 

 ｢群馬県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）｣（改定）の目標は、基準年度に比べ８％減少することであ
り、目標を達成しました。 

 

 ２．県内温室効果ガス排出量の推移 

（１）２００９年度は、リーマンショックの影響で排出量が大きく減少しました。 

（２）２０１２年度以降は、概ね横ばいで推移しています。 

（３）２０１５年度以降は、排出目標（18,140千 t-CO2 ）をクリアしています。 

（４）２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に起因する製造業の生産量の減少、旅客及び貨
物輸送量の減少等に伴うエネルギー消費量の減少等から、排出量は前年度に比べ減少しました。 
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表１ 県内温室効果ガス排出量の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  エネルギー起源ＣＯ２の「その他」、「ＣＨ４」、「Ｎ２Ｏ」については、2007年度数値に固定。 

2  項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

3 温室効果ガス排出量の算定に当たっては、令和 2年 12月に「都道府県別エネルギー消費統計」の数値が 1990年度に遡って改訂 

されたことに基づき、2007年度の数値を修正しています。 

 

表２ 部門別の主な指標の推移（2007年度～2020年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


